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1.　はじめに

「カーボンリサイクル」という言葉は、2019年
1月に開催された世界経済フォーラムの年次総会
（ダボス会議）で、当時の安倍首相が持続可能
な成長戦略プランの一つとしてCCUS（Carbon 

dioxide Capture, Utilization and Storage）に言及
したことで、それまで主流であったCCS（Carbon 

dioxide Capture and Storage）に加わる形で急
速に着目されるようになった。カーボンリサイ
クルとは、化石燃料を起源として排出される
CO2を分離・回収し、燃料や、化学品の原材料
などに転換して再利用しようとする概念である。
これとは別に「カーボンニュートラル」という
言葉があるが、これは CO2の排出量と固定量
を均衡させようとする概念で、カーボンリサイ
クルを包含するより上位に位置する概念である。
カーボンリサイクルは CO2の大幅な削減は可能
であるが、それだけで CO2排出量をゼロにす
ることは困難であり、その実現には CO2排出
量よりもCO2の吸収・固定量を多くする「カー
ボンネガティブ」という概念も必要となる。

2020年10月26日、当時の菅首相は所信表明
演説の中で2050年までに我が国の温室効果ガ
スの排出量を実質ゼロにするという目標を掲げ
た。続いて、2021年 4月22日、日米首脳会議
の場では、2030年の温室効果ガス削減目標を、

それまでの「26%」から「46％」に引き上げる
ことを公約した。そして2021年10月22日には、
これをベースとした第 6次エネルギー基本計画
が紆余曲折の末、ようやく閣議決定されること
になったのであるが、そこには2030年までに
これまでと同 kW容量の再生可能エネルギー
（再エネ）の導入、エネルギー効率（＝エネル
ギー供給量／実質 GDP）の高度成長期時代並
みの改善率の達成、および原子力発電の再稼働
が謳われており、非常に高いハードルとなって
いる。2030年から2050年までは、さらに高い
ハードルが待ち受けている。
我が国は脱炭素化に向け、あらゆる手段に効
率的に取り組んでいく必要に迫られている。

2.　カーボンリサイクルの概念

カーボンリサイクルには大別すると、CO2を
メタネーションなどにより燃料へ転換しエネル
ギー源としてリサイクル利用する方法と、ドラ
イアイスや飲料・溶接用ガス、あるいはプラス
チックなどに転換するなど、直接利用、あるい
は化成品の原材料としてリサイクル利用する方
法がある（図 1）。
両者の大きな違いは、そのリサイクル量にあ
る。石油、石炭、天然ガスなどのエネルギー
（燃料）利用から発生する CO2量は、ドライア
イスや飲料・溶接用ガス、プラスチックなどを
起源とする CO2排出量より遥かに多い。カー
ボンリサイクルにより CO2を閉鎖的にループ
利用できれば、大幅な CO2排出量の削減を図
ることが可能になる。しかも、既存のインフラ
を有効に活用しながら早期に導入を図ることが
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